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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・平成28年度、勤続10年海外研修旅行（ハワイ）についての案内が掲示されているため、対象者は期日までに返事をするように。締め切りは5/15。

・鍵の落し物あり。職員だけでなく、利用者様の持ち物である可能性もある為掲示板で詳細を確認するように。

・祝日の行事の領収書を作成中（4/29　蒸しパン作り80円・5/4　いちご大福作り90円）。デイケア利用者分は藤田担当。職員で参加した人は工藤まで。青風荘から弥生祭りの分の領収書も合わせて受け取る事になっている。受け取りは工藤で、その後藤田へ渡す予定。
・5/13　10：00～赤石　陽介様サービス担当者会議開催。今後の就労状況について話し合う予定。参加者は慶長。

・5/12(木)千葉学園の看護学生実習予定。SSTに入るように配慮すること。
＜利用者様情報＞

・藤井　純子　様～本日より正式利用開始。書類手続きは完了している。本人へ不安の有無を確認すると「何か違うかな。」と発言あり。詳細を尋ねるが「何とも言えないけれど、何か違う。」と漠然とした答えである。不安や不満がある際はすぐに職員へ教えて欲しい旨を伝えると、「わかりました。」と返答あり。プログラムはエアロビに参加し、時折他者交流もある。今後も様子を見て関わっていく。
・本多　富美　様～来所時体温37.2℃。体調確認行うと「特にない。風邪薬を飲んでいる。」と話す。昼食後、食器の後片付けの途中で職員が体調確認を行うと「吐き気がするので残しました。」と残食入れへ主菜（魚）とヨーグルトを入れている。何をどの程度摂取したか詳細は不明。バイタル測定、体調確認を行い入浴を検討する。

・倉橋　生子　様～青風荘より亡くなった利用者についてまとまりなく話し、多弁傾向であったとの事。また、他利用者をじっとみて「気持ち悪い。」と発言があったと情報提供あり。日中は睡眠時間を気にする発言多く「6時間しか寝られなかった。」と訴えあり。担当医に話してみるよう伝え対応している。

・大下　良悦　様～帰荘後より表情の硬さあり、職員を目で追っている。入所経費の引き落とし日や掃除当番など複数の用事があった事が原因ではないかと考えられる。他利用者より「気持ち悪い。」と暴言あるが、表情の硬さがもとより見られていた為、表情変化の有無は不明。来所時は表情変化なく、日課もいつもと変わらず行えている。

・鈴木　真知子様～昼食後のコーヒーを職員より受け取った後、一時所在不明となる。職員2名で所在確認実施すると、階段付近に立っている状態で発見する。その時は、なぜその場に居たのか確認は取れていない。最近は窓際で景色を見ながら「きれい。」「外に行きたい。」と発言あり。青風荘でも所在確認に注意し対応している。以前と比べ、外に行きたいという希望を職員へ伝える事ができている。今後の関わりとして「天気が良くなったら散歩に行きましょう。」等、職員に伝える事で外に気分転換に行く機会ができることを印象付けていく。

＜外来情報＞

・番沢　政勝　様～Drより「デイケアで運動には取り組んでいないんですか。」との質問に対し、「エアロビから外されているんですよね。」と答えている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　倉橋　生子　様）

実施日：H28年5月11日（水）13：30～14：00

担当チーム：工藤、服部、佐々木

参加者：慶長、藤田、石渡、工藤、間山、名久井
検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	倉橋　生子
	性別
	女
	年齢
	64
	生年月日
	昭和26年1月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	①基本的生活習慣の習得

②運動の習慣化

③対人関係の改善

④作業能力・持続性の向上

⑤病識を身につける

	本人希望
	青風荘で生活したい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　4回（最終：H23年10月31日　～　H25年8月16日　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成H25年8月19日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①周囲への配慮が出来るようになる。
	①他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。

	①相手の表情を見て、話を切り上げられるようになる。どうしても話したいときにはスタッフに声を掛ける。スタッフは、一緒に考えられるようにする。話を切り上げられるよう本人と話し合う。

	
	
	②相手を傷つけないように話す。
	②やり方が自分の思っていることと違う時は、まずスタッフに伝えることが出来る。スタッフは個別SSTにて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。今後、定期的に面談を行い、ストレスがあるか確認し病状観察していく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。

	1)気になったことがすぐに声に出てしまい、他者とトラブルになることがある為、まずはスタッフに話すように伝えている。　　　　　　　　　(本人の口調の強さ等からトラブルを起こすことが多い。夕方になると、放歌や不機嫌さが見られることがある。)

2）不調については、スタッフにすぐに訴えることができているが、他利用者に対しても、自分の気分で一方的に話す（自己中心的）となっていることがある。
※他利用者とトラブルにならないよう、訴えがある場合は、まずはスタッフに訴えるようにと伝えている。

	1）不調を訴える事はできているが、他者に訴え、トラブルに至ることがある。トラブルにならないよう、スタッフは一緒に考えられるようにする。話しを切り上げられるように本人と話し合う。
2)不調を感じた時はスタッフに相談する。また、気になる事があった場合、直接スタッフに相談してトラブルを防ぐ。


	②相手を傷つけないように話すことができるようになる。
	1）亡くなった利用者について、「青陽館スタッフはみんな嘘つきだ、だれも信じられない」と話し何を言っても受け付けない様子が見られていたが、最近になって、亡くなった事を何度も確認し受容するようにしている様子見られている。　　　　
2)3/30に、プログラム中、スタッフが他利用者に声を掛けるために作業室のドアを開けると「あんた、いつも周りをジロジロ見てる」と怒鳴り口調で話している。また、他利用者に対して「あんだ、いつもぶつかればおっかなく怒るっきゃ。人にぶつからないようにするんだ」等と易怒的に話し掛けている。感情の起伏が激しいため、トラブルとならないよう観察し、今後も話を傾聴しながら振り返りを実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※他利用者や、スタッフへ暴言見られ、感情的になることがあるが、夕方になると、表情穏やかとなり、スタッフへ「私なんか気分が上がったり下がったりしているよね」「ごめんなさい」と、自分から自身の言動について振り返ることがある。）
	※自己中心的な発言や周囲の様子を気にしない発言をしないように気を付ける。必要時にはスタッフと振り返りをする。　　　　　　　1）口調が強く他者とトラブルになる事が多いため、今後も話しを傾聴しながら振り返りを実施していく。また、柔らかい表現で相手に伝える事ができるよう一緒に話し合っていく。相手への指摘については、本人の気付きとして肯定的に評価する。その上で、表現の仕方を提案する。
2）スタッフは面談にて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。

	不調の訴えについて
	・不調に関しては、自分からスタッフに訴えることは出来ている。自分から担当スタッフに睡眠時間の記録ノートを見せ、確認してもらっている。

・不調の内容として、足が重い感じがすることと、睡眠の不安定さを話しており、スタッフは本人の訴えを傾聴し、担当医に相談するように対処法を伝えている

・服薬変更後、睡眠は平均して6時間とれているとのこと。中途覚醒は2回あると話している。足の不調に関しては、足が重いと話す事が多くなっている。

	現在病状管理に対する関わりを行っているが、詳細な目標が設定されていなかった為、下記のような病状管理の目標を設定する。

中期目標「不調に対し自分なりの対処を行えるようになる」

短期目標「不調を感じた際にはスタッフに相談し、対処法を一緒に検討できるようになる」

治療計画「不調を感じたらすぐスタッフに相談する。相談にて対処法を一緒に検討し実践していく。スタッフは相談があった際には対処法を一緒に検討し、実践しやすいよう具体的な方法を伝えていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①不調に対し自分なりの対処を行えるようになる。
	①不調を感じた際にはスタッフに相談し、対処法を一緒に検討できるようになる。
	①不調を感じたらすぐスタッフに相談する。相談にて対処法を一緒に検討し実践していく。スタッフは相談があった際には対処法を一緒に検討し、実践しやすいよう具体的な方法を伝えていく。　（※今後、定期的に面談を行い、ストレスがあるか確認し病状観察していく。）

	
	②周囲への配慮が出来るようになる。
	②-1)他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。
②-2)相手を傷つけないように話す。
	②-1)相手の表情を見て、話を切り上げられるようになる。どうしても話したいときにはスタッフに声をかける。スタッフは、一緒に考えられるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　2)やり方が自分の思っていることと違う時は、まずスタッフに伝えることが出来る。スタッフは相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。


